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久米島仲里村真謝方言の助詞・助動詞
野原三義
前に｢久米島方言の助詞｣で真謝・上江洲．
鳥島の三地点の助詞の概観を試みた。先稿と
重複する部分もあるが，今回は真謝に中心を
すえて，より詳しく記述する。
真謝方言を教えてくださった方方は新垣新
一（1907年生)，宇久本カメ（1912年生)，与
座カマド（1905年生)，平田美智（1922年生)，
平田カマルー（1894年生）の五氏である。調
査は1980年８月から９月にかけて行った。
助詞
Ｉ格助詞
１－１，９ａ
（ａ）主格に立つ場合
７ammaX9and5ikuxtJantJi7aita9
母さんが行って来いと言っていた
jax9a？aihe:jukutJex7araD9ajax
お前が言うのはうそではあらぬかな
?urexmutJikahanuwangaXwakaranＳａｘ
それは難しくて私がIま分からないよ
tarox9asuCextSaxwassaznuJixjoXjasa
太郎がするのはいつも悪い仕方だ
､atJibusax9and5ititJoxtioxtitJannax
泣き虫が出ていて喧嘩して来たか
ma9ax9atattJoxO
大きいのが立っている
ma9aX9anato:D
大きいのがなっている
（ｂ）連体格の場合
taroX9a7uja太郎が親
kamarux9akwaXカマルーが子
moxJix9asaxdSiモーシーが手拭
７ari9amuUあれが物
７ari9atJinuあれが着物
7ari9aujajakunexrakarajarontJoxｈａ
あれが親はこの間から病気だそうだ
､ittJai9ajexniltaO9ara9atutanuhad5iroZ
三人がうちの誰かが取った}よずぞ
juXtJi9ami:jaaznuhad5ijasa
四つが一杯はあるはずだ
tixtJa9a7uttuSixd5a
一歳が弟兄
?ari9anaxkani？ittJoxhex
あれが中に入っているよ
うuriganaxkani7ittJoxnu？aranna
それが中に入っているだろう
nux9anaXka9a何が中か
くたったそれだけの>というような意味の場合
Cakujen9amuUkoxtikoxtantSantSi7ajuha
百円が物買って買ったと言うよ
同種の名詞に挾まれる場合
mex9ameXnitJi毎が毎日
muttu9amuttu全部が全部
（ｃ）動作の目標
?aJibiX9a7itSuO遊びに行く
midZikumiz9a7itSanna
水汲みに行かんか
－３０－
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昔のいものおいしかったことよ
（ｆ）、uの前後の単語の内容が同じ
waxujanumo2Jix9atSexO
我親のモーシーがしてある
duJinunioX9a7ajuta9
友のニオーが言っていた
（９）開始
amatox9i9aoXjunuhad5imaijasa
ぶざけてるが喧嘩の始まりだよ
（ｈ）～の後は
noximunnuaxtujasoxd5inua9
縫いものの後は掃除がある
sakinu2dinu？axto27oxteXtSuD
酒飲んでの後は喧嘩している
tamunuwatikaranu7axtoXnu:su9aja
薪割ってからの後は何するかね
（ｉ）姓や代名詞についてくの家の（者)〉
という意を表す。
nakatSurutuntJinusannaD
ナカツル殿内の三男
arex9id5anurex9ajaXあれは比嘉のかな
amanureX9ajaz向うのかな
（ｊ）歳に関する語についてく～の時の〉
という意を表す。
ikutJinututJinukwax9a
幾つのときの子か
hatatJinututJinukwaXjenrox
二十歳のときの子だよ
（ｋ）地名やそれを尋ねる語について出身
を表す。〈～の出身の〉の意。
jambaruntSuX山原の人
guJitJamutSux具志川の人
jamatuntSuXヤマトの人
mantJu9aどこの人か
上記のように､uは､に弱まることがある。
haml1Atimmu①ui9areKm-
畑にいも堀りにである
１－２，ｎｕ
ｌ，連体修飾
（ａ）所有・所属
kixnuha木の葉
tataminumimi畳のへり
hazinumimi針の孔
naxbinuJitJi鍋の底
haJirinusa9戸の桟
CimunaZka火の中
jaxnukuJix家の後
tunainun：隣のじいさん（平民）
tunainutammeX〃〃 （士族）
memumitunra向いの夫婦
ke2tunainutSu近くの人
?uXminumox海の藻
（ｂ）状態
kutJinumix口の一杯
wiXnutSunutJaz上の人達
suxd5inukaxd3i祝のたびごと
jaXnuka:d5ikaxd5i家の数数（家毎に）
（ｃ）名詞十､u＋複数の接尾語で複数を
表す。
duJinutJa：友の達（友達）
９itSukunutJax従兄弟の達（いとこ達）、
（。）〈～という〉ほどの意
tunatJinuJima渡名喜の島
９a9uninuJima粟国の島
kiramanuJima慶良間の島
（ｅ）詠嘆的
kinuxnunemu？uturuhaatanukutoxjax
昨日の地震の恐ろしかったことよ
UkaJmummunumaXhaatanukutoxjax
－３１－
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〈酒飲む>ｏｍｍｕｋｗｅ：くいも食え>o
tJa：numiba〈茶飲め>otabakuのukiba
〈煙草吹け〉
（１）〈～と同じくらい〉の意
jantaki?axha家の丈あるよ
２．連用修飾
主語や対象を示す
watanujami9腹の痛い
timudariti手のだれて
tud5inutSuD妻の来る
takinutakahaO丈が高い
munununixto9物が煮えている
subanutSunukumaiO側の人の困る
rampatJijaxnukwaxnuCisa(?)uxti
散髪屋の子の足折って
7inununteXwarex9ajaX犬のも笑うかな
tJaxnu9issanunumara9
茶のうすくて飲めない
tJaXnukoXhanunumaraD
茶の濃くて飲めない
nind5i①uritinuのurunuiju9iOwakaraU
眠り狂れて盗人の入るのも分からん
く～のくせに〉ほどの意
warabinu7u①utJunumunuitJitJuntJitJisuO
子供の大人の物言い聞こうとする
７una9unutJoXnaJunumunnu 7uki9anu
narannaX
女のさえ出来るのに男の出来ない力、
助詞を介さずに所有・所属を表す場合
wa:ｍｕｎ〈我物>owaXsumutJi〈我書物>o
waXjaX〈我家>ojaruX9usanu〈貴方杖>o
wa：tJiratuOkextexmiXmiXsutaO〈我顔
見見した>oittaXJimaxmapa〈君ら村
はどこか〉
当方言には共通語の「ヲ」に当たる助詞は
ないので，次のように助詞を介さずに目的を
表す。
ｕme:JitSukuiU〈箸作る>・sakinumi9
１－３，katJi
（ａ）目標・場所
naXhakatJi7jtJuO那覇へ行く
jamatukatJi7itSuOヤマトへ行く
￣
IIia2kukatJind5aO宮古へ行った
d5imakatJiitJunna儀間へ行くか
－
９itJi9watJisoxgwatJexjaxkatJikuxjox
盆正月は家に来いよ
?amakatJina9ijuD向うに投げる
harukatJiitJuO畑に行く
Ji9utukatJind3aU仕事に行った
tuD9we:katamitimaXkatJi9a
鍬かついでどこへ力、
isud5oxtiOkumakatJikux
急いでいてもここへ来ぃ
到着点
nakadzatosommaxd5akatJi？itJuD
仲里村真謝へ行く
（ｂ）方法
mixtJikatJiwakiri三つに分けろ
１－４，ｋａｒａ
（ａ）空間・時間の出発点
７amakaratSux9extaru9a
向うから来るのは誰か
７aｍａｋａｒａｔＳｕｎｕｔｓｕＤ
向うから人の来る
tumitikarajasanrimarihataratSu０
朝から晩まで働く
tumitikara7abijaxtSe:tJuD
朝っぱらから騒いでいる
－３２－
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７abixgwixtJisu9uwakajutaO
呼び声ですぐ分かりよった
?abiz9wixtJiruwakajutaru
呼び声でぞ分かりよった
muxd5inakmtJi7anra:gizjatJeO
小麦粉でてんぶらあげてある
rakitJiha:JitSukuteD
竹で箸作ってある
ja:tJijuxtud5ikiri
お前でよく注意せよ
①uritJikatSuO筆で書く
（ｂ）原因・理由
tJiburuwarijamitJi？aJibirutSonroX
頭割れ痛みして休んでいるんだよ
（ｃ）動作の行われる場合の状態
urusatJikaraO皆で食べた
urusatJijo:titJaD皆で喧嘩して来た
（ｄ）期限・限度・範囲などを表す
kurijaZjatSutJitJitJitSukute:hａ
この家は－カ月で作ってあるよ
mitJitJitJeznairusuru
三カ月では出来ぞする
gunitJitJexnairusuru
五日では出来ぞする
助詞tJiは７uXte：JiXJi：ｔＪｉ〈折ったりし
7aXtukaratSu2kutusatJi
後から来るから先
Mkukara早くから
tuxkukara遠くから
nato:ｒｉｂａ
なっておれ
？unu9ezsakaraそんなに早くから
－
ku:saarututJikara小さい時から
（ｂ）物事の順序の初め
JiJikarakamiO肉から食べる
satJo:ruhanakaratuxtikuriba
咲いている花から取ってくれ
（ｃ）手段・方法
utJinaxkatJijanuxkaraitJu9a
沖縄へは何から行くか
utJinaxkatJija①unikararuitSuru
沖縄へは船からぞ行く
jambaruJiOkaratamunumuttJitJexｈａ
山原船から薪持って来てあるよ
（。）動作が行われていることの確認
haXjamitJikaraattJoXtaha
ばあさんは道から歩いていたよ
tammexjahaZInakaraattJoxtaO
じいさんは浜から歩いていた
（ｅ）～の中を
tixrakara？attJixneXtJimburujaminrox
太陽から歩くと頭痛いぞ
（ｆ）～の部分から
JiJex？anrad3iJikara7uriba
x XtJi て〉
などと用いられる動詞接続形tJiの転成した
ものである。
動詞叩く居る〉の接続形uti〈居て〉から
転成して出来た場所を表すutiはamauti〈向
うで>，jakubauti〈役場で>，jamti〈家で〉
などと用いられる。
mitJijoxtiitJataU〈道で会った〉のjo:ｔｉ
も居るに関する形の転成したものであろう。
肉は油肉から 売れ
（９）～を経由して，～を通って
ud5iJiranumaxkara9araitJurawakaraD
土地不案内でどこから行くのか分から
ない
１－５，ｔＪｉ
■
（ａ）手段・材料・行為者などを表す １－６，nakai・Ukai
－３３－
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（ａ）場所
jamakai7unna家にいるか
jaZnakaimenJenna家にいらっしゃるか
kumanakai？aＯここにある
hatakinakaijaJeXwi:tenna
畑に野菜植えてあるか
hatakinakaisanimatJenna
畑に種まいてあるか
（ｂ）状態
mitJinakaitJununintoD
ｍｍａｎｉ？Ｍbａそこに坐れ
､axhani7ataruhanaJix
那覇にあった話
（ｂ）状態
mitJininintoxha道に寝ているよ
（ｃ）対象
jaxninaraZのuhａお前に教えるよ
?arinikutaO あれにくれた
mi2nimintJibuna:７ittSoO
目にごみ入っている
mixnimixbund5ito9
目|こものもらい出ている
haZkutJu:Jinikunrox
早く来るのにやるよ
①unininujuO船に乗る
（。）動作主を示す
tammezniharakusarirarinroX
じいさんに怒られるぞ
inuniku:rattaO犬にかまれた
（ｅ）比較の基準
kurikwaXja？ujaninitJoxha
この子は親に似ているよ
watta：jaxja9akkoxnitJikahaO
我ら家は学校に近い
warabintJamiwakajuO9anennaraxCｉ
子供さに分かるように教えろ
（ｆ）方法
mixtJiniwakijuO三つに分ける
（９）時間
rokud5iniukitaD六時に起きた
gumahaainikuruhattaO
小さい時に殴られた
、into:ruutJinind5iuraO
寝ている問に行っていない
jaminusaO9watJininibitJisuD
道に人の寝ている
（ｃ）対象
jamakainara:①uＯお前に教える
tJu9kaikutaD人にやった
tJuDkaituratJaO人にやった
（。）動作主を示す
suXnakaisu9urattaD父に殴られた
（ｅ）比較の基準
７urikwa:jaujanakaijuxnitJox9
この子は親によく似ている
nakaiは男性の話者によく現れた｡文例によっ
ては今は､iと言うが昔はnakaiと言ったとの
ことである。
１－７，ｍ
（ａ）場所
suiniatanuhanaJiZ
首里にあった話
haXmani？aJibix9a7itSuO
浜に遊びに行く
，…i咽a:|;:，ｕ９
向うに猫がいる
gamaniJiroD洞穴に住んでいる
hatakinijaSe：tSukuteO
畑に野菜作ってある
－３４－
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あれより大きいのはいない
wanujukanrikiju9exuraO
私より出来るのはいない
来年の三月に結婚する
suxd5inijanuxtJiOtJitJiitJu9a
お祝には何着物着て行くか
amininritijaXkatJitJaD
雨に濡れて家に来た
（ｈ）並列
naOkWanniJibuinire:kuni
南瓜に 冬瓜に大根
amaniDkumanimmanroO
向うにもここにも沢山ある
nakai，Ukaiが出るであろうと思った部分で，
女`性の話者の場合，総て､iまたはkatJiしか現
れなかった。
１－９，ｔｕ
（ａ）相手・共同者
taroxtunixbitJitJaO太郎と結婚した
d5iroXtuoXtaD次郎と喧嘩した
ruJitund5aO友と行った
jaXtoXnara9お前とは出来ない
（ｂ）比較の対象
OkaJituratiOkawatoO
昔と大変変わって
tuJijuitujunumoDkoX9uma9atoD
年寄と同じ腰曲がっている
uのutJunuwarabitu7oztitJannax
大人のくせに童と喧嘩して来たのか
（ｃ）並列
saxtuxtumaxsaxかまきりと熊蝉
naxbituha9ama鍋と釜
のumituka29atJa：nukutoO
骨と皮だけ残っている
JiJituijuto2nuXmaJi9a
肉と魚とは何ましか
tumitikamiCitujurukami9itunuxmaJi9a
朝食うのと夜食うのと何ましか
（。）反復形について強調を表す
ma9ima9ixtu大大と
（ｅ）tu7IIXraDでく～するやいなや〉
の意。
moxkix9itu？uransu9utJikatine:ra9
１－８，jukaD，jukaX，ｉｋａｘ
（ａ）比較の基準
taro:jukand5iroxjarikijussax
太郎より次郎は出来るなあ
taro:jukand5iroX9arurikijuD
太郎より次郎がぞ出来る
JiJijukaOijujatakahaassax
肉より魚は高いなあ
kurijukaX7arexのuruhaO
これよりあれは古い
①ujujukannatJezmaJijassaX
冬より
①ujujukaz
冬より
koxju9iikaZ
夏はましであるよ
natJi9arumaJi
夏がぞまし
tJukuju9exmaJi
買うのより作るのはまし
（ｂ）否定の語句と呼応し，それ以外にな
いことをいう
jaXjukaxのukanexura9
儲けるやいなやすぐ使ってない
tJinukezjujito7mransu9ujuUgwa①u９
お前より外にはいない
Parijukaxma9isaJexuraD
着物替えるやいなやすぐ汚す
７arex9itu？uxransu9ujuO9wa①u、
－３５－
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Cixsaruaxru寒さぞある
9iXsaruaibiru寒さぞあります
ja:9arutJexruお前がぞしてある
kusanurumiztoZru草のぞ生えている
ari9arutJuraharuあれがぞ美しい
tJikex9irujarutijuCezaraD
使うのぞである捨てるのはあらぬ
sakezkumitJirutSukujuru
酒は米でぞ作る
sataxjaud5itJirutSukujuru
砂糖はきびでぞ作る
nuxtJixnJimirusuru
何してもよい
（ｂ）陳述との呼応
kaO9e2tiruunna考えてぞいるか
kaO9extiruujabinna考えてぞいますか
mmurukwennaいもぞ食べているか
tJaXrunurextJunna茶ぞ飲んでいるか
7aJibirutJextJunna遊んでぞいるか
洗うやいなやすぐ汚す
１－１０，ｊａｒａ〈並列〉
maztJijara9ad5imarujaramixtoD
松やらガジマルやら生えている
７arijarakurijaramuruitJinahaO
あれやらこれやら総て忙しい
Ⅱ係助詞
Ⅱ－１，９ａ〈疑問〉
（ａ）疑問語との呼応
（ａ）－１，疑問語に直接つく場合
､a:9ａ〈どこか>ｏｎｍ９ａ〈何か>otaru9a
〈誰か>oikutJi9a〈幾つか>oitJi9aくいつか〉
（ａ）－２，疑問語の次に動詞．助詞など
を介する場合
itJatJox9aどうしているか
itJatJi9aどうしてか
itJasu9aどうするか
itJasasu9aいくらするか
maxnu9aどこのか
tJassabikexsu9aいくらぐらいするか
nuXntJiwarabinakeZのu9a
どうして子供泣かすか
maxkatJiitJu9aどこへ行くか
JexJi9kaxrintJikannux7iju9a
二回食っても聞かない何言うか
（ｂ）陳述との呼応
taru9a9atJurahaaraja2
誰がが美しいかね
Ⅱ－３，ｊａ〈は〉
（ａ）－１，主題を表す
ud5ez7amahaOきびは甘い
huro：magisa9背は高い
hurox9umahaO背は小きい
Ji9utujatarexmauwataD
仕事はすぐ終った
7are：tunakiあれは渡名喜
?ａｒｉｍｍａｘｓｏｘｉｔＪｏｘＯ
あの馬はしっかりしている
（ａ）－２，対比的な文の中で両方の主題
を表す
9iroxatJihax9i9ajuroxCid5uruhaD
昼は暑いが夜は涼しい
naberazjnmaxhaaCiga9oxjaxjand5ahaD
Ⅱ－２，ｍ〈強調〉
（ａ）係結．活用語の-ｍ形と呼応する。
d5izrukatJuru字ぞ書く
taroxrujatexru太郎ぞである
－３６－
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糸瓜はおいしいが苦瓜は苦い
（ｂ）卑下する語について卑しめの意を
表す
janawarabijaatJirakeXtikunsaｘ
悪い子供はなかなか帰って来んよ
（ｃ）juka：（ika:）～ｊａｍａＪｉ〈～よりは
～はよい>・‐kutu～ｊａｍａＪｉ〈～だから～は
まし〉という構文で用いられ，後者がよいこ
とを示す。
７inujukaxmajazjamaJi
真謝方言の融合現象は那覇方言などで融合
の起きる次のような音声環境でも融合しても
しなくても自由である。
kabi→kablFjョ紙は
，u:bi→?u:blf:』。帯は
nama→namaliョ 今は
犬より猫はまし
koxju9iikaxtJukujuCeZmaJi suba→subalja舌は
買うのより作るのはまし
9ixd5axjakusasaakutuwaxjamaJi tJm→tJiml::j‘肝は
山羊は臭いから豚はまし
次のようなｊａｍａＪｉ〈はよい〉という構文
でも前のものよりは良いことをいう。
kwex9exmaJi食うのはまし
①uju→①ujllfj。冬は
長音の後などではkwa:ｊａ〈子は>’９o:jaxja
〈苦瓜は>，majaXja〈猫は〉のように融合し
ない
ｊａはkatJu9iitJo：〈書くのはさえ〉のように
iになる傾向がある。ｋｏ:juCiika:<買うのより〉
のikaXがjukaxの弱まった形というのと似た現
象であろう。
nind5u9eXmaJi寝るのはまし
（。）文末に疑問の意の助詞を伴ってく～
では〉の意味を表す。
hai，tarajaaranna
やあ太郎はあらぬか
（ｅ）疑問語につく場合
nuXJajax9amuD9a
何はお前がもの力、
maXjaarakatJi9ajａどこは新垣かな
（ｆ）格助詞9a，、uにつく場合
jaX9axnaraUお前がI土出来ない
７ari9aXnaju9あれが'よ出来る
?ari9aXd50XisanroX
あれ力訂は決してしないよ
?aminoX①uraO雨のは降らない
inunoXku2itimmaJanoXkuxraO
犬のはかんでも猫のはかまない
Ⅱ－４，，，，te：〈も〉
（ａ）事情の類似したことがらを暗示する
suxjakintexJi9utund5aD
父は今日も仕事行った
suxjakintexJi9utumensoxtJaD
父は今日も仕事いらっしゃった
tuJituztitJimburunukintexha9itozsaX
歳取って頭の毛も禿げているよ
tJimburuntexha9itoxD頭も禿げている
（ｂ）事情の類似した事物・事柄の提示
－３７－
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?ikusanukutoXtaru9ajatinJittJiｒｕ
７ｕｘｒｕ
戦の事は誰がでも知ってぞいる
kara①uCiruDjexneZtJassaD7anrox
貸らすのならいくらでもあるよ
ratiDkamexta9i9amaxni9uranaXata9
随分探したがどこにもいなかった
jaxnakaijataruDuraO
家には誰もいない
（ｆ）格助詞の9a，、uについて全面否定
などに係わる。
jax9antexwakajunnaお前がも分かるか
９０xjazntexnabeXraxntexnatonna
苦瓜も糸瓜もなっているか
，nd3ilHte:it,…'1に：，､…１
行っても行かなくてもよい
【ImMllte:ja:…allに:剛
頭も痛み腹も痛み
tJaxnnaransax
どうも出来ない
ltakiのurunteXutlatika:9inte：tJurahaO
丈程もつりあって容姿も美しい
１（ｃ）事情の類似したものを繰り返して強
|調する
ｋⅧilI畑kⅧilHte:【Mamlm
食っても食ってもいつもひもじい
nuxni9kwixnilinatJu9
何にもかににも泣く
（。）極端な場合を提示する。<～さえも〉
ほどの意
j麺|Ite:Ⅱ………のumn
家も流らす大雨降った
帥IiMm刷圃illに:…DMim
natozU
署〈て風もない大凪なっている
mitJiattJoXrutSunkuruのuha
道歩いている人も殴るよ
dsmillに:…9銭もない
７attaxnintexmakijunna：
あれらにも負けるか
tJassa①uritoXtiD7ujajawakairusuru
いくら狂れていても親は分かりぞする
ｗｉ:toxti9jaXjawakairusuru
酔っていても家は分かりぞする
（ｅ）疑問語に関係して全面肯定・全面否
定を表す
kusanunteXkwaXrixmi草のも食えるか
haxnunteXjaminna 歯のも痛いか
9ante：〈がも〉に似た結合にgajatiDもあり
taru9ajatiDnara9〈誰がであっても出
来ない〉などと使われるが，〈誰がi【)分から
ない〉と大体同じ意味である。
Ⅱ－５，ｔICX〈さえ〉
ある事象を普通でないこととして例示し，
普通であることを暗示する。
?u､a9unutJoXnajunumunnu7uki9anu
ｎａｒａｎｎａｘ
女のさえ出来るのに男の出来ない力、
jax9axtJoxnainumunnuwaD9anarannax
君が|よさえ出来るのに私が出来ないか
jaxnud5oxkatJitJoXnd5iraO
家の 門にさえ出ない
katJuCiitJmnennaX
書くのはさえないか
７ittJintJoXnennax－斤さえ
tukaxtJoX7aJiriiki
十日はさえ遊んで行け
wanuxtJox私さえ
ないか
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食べる
tamme:jasaki9atJaxusa9ato:、
じいさんは酒ばかり召しあがっている
（ｂ）当該のことに限定する。〈～だけ〉
のような意味。
janaX9atJaxnukutozO
Ⅱ－６，ｒｕｎ〈強調〉
?urirunnd5uka9imexreXd5inainroｘ
それこそ動かすと大事なるぞ
iju9irunmizrabaxjexd3iJijoX
入るのこそ見たら合図しなさいよ
』az9aitJirunJi2neXnaiCi9aja：
お前が行きこそすれば出来るがなあ
悪いのだけ残っている
kunla9atJa8araOjattaZntexna：
ここだけではなくお前らＭ、
aritJuigatJaznukutJijamubanJimｉ
ｊｕｎｎａＺ
あれ一人だけ残して家の番させる
か
g0KjaXjanatonnaX90:jax9atJa2aran
苦瓜はなっているか，苦瓜だけではない
tJimburunteznabeZramteXnato２０
チブルも糸瓜もなっている
①uXni9atJaznukutoO
骨ばっかり残っている
kusa9atJaXmi:too草ばかり生えている
Ｈ－７，ｔe：〈～としても〉
oxtantexjax9aXkanaO
喧嘩したとしてもお前が(よ
本助詞はⅡ－４のnt曰くも〉
かなわん
に関係あるか。
Ⅲ副助詞
m-L9ure：〈動作の程度を示す〉
,arikatJexkui9urexaraO
あれにはやるくらいはあらぬ
Ⅲ－２，９atJa：〈ばかり〉
（ａ）事象が頻繁であること。〈しょっちゅ
う。いつも〉のような意味。
tJiOkami9atJa：nd5itoxsaz
（ｃ）数量を表す語について，大体の程度
を表す。
god5uX9atJaZnaitasa
五十くらいなりよったよ根太ばかり出ているよ
CittJi：tJax9atJaxnurop
しょっちゅう茶ばかり飲んでいる
?aJibi9atJaxJime2①uraXnajunroz
遊びばかりすると馬鹿なるぞ
rumumuD9atJaxittiwaXmunoX
自分の物ばかり入れて私ものは
?iriraD
入れない
natJinata9utu90zjaxtunabe:ra:gatJax
夏なったから苦瓜と糸瓜ばかり
kｗｅＯ
Ⅲ－３，bikez
数量を表す語について，大体の分量・程度
を表す。
ＳａｍbattJibike2kakainuwazkaratassa：
三百斤くらいかかる豚飼ったよ
tuJeX9od5uXbikexnaitasa
歳は五十くらいなりよったよ
juttaibike：jataO四人くらいであった
Ⅲ－４，ｍａｒｉ
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（ａ）動作や事柄の到達点を表す
9ixd5ixja9od5imarihataratJextJuＯ
平常は五時まで働いている
?atSaxmarimattJoxriba
明日まで待っておれ
?itSimarixDmattJoxti9kuxha
事物が配分されることを示す
７ikutJinnax7ataju9amixtlinnaX7atajuU
幾つずつ当たるか三つずつ当たる
kamibusaarabaxtJassanaxjatiOkaｍｉｂａ
食べたいなら幾らずつでも食べろ
、ixtJibikennaxjaPatajuO
三つばかりずつは当たる
（ｂ）ある動作が等量の動作として反復さ
れることを表す。
7oxkunnaxkatamixnexutajuU
沢山ずつかつぐと疲れる
kuztennaxmuttJi７itJiba
少しずつ持って行け
kaO9eztituracibakuztennax
少しずつ 考えてくれ
CittJixnaXjahataratJijuxsaD
-日中ずつは働ききれない
いつまでＩＩＬ待っていても来ないよ
（ｂ）極端な場合をあげて強調し，他の場
合を言外に暗示する。
mitJiattJoXrutSumarikuru①uha
道歩く人まで殴るよ
（ｃ）程度の極端な場合
uttunimarinakeXhariO
弟にまで泣かされる
ikusajuXjanuxmariX9karoXha
戦世は何までも食べるよ
（。）～kara-mariという範囲を示す構文
の場合
kumakara？amamari7itSuU Ⅲ－６，（７）ａｔａｉ
（ａ）例示されたことについて，その動作
や状態の程度を示す。
taroxataijataru9axOJiXjuXsaU
太郎くらいは誰がも出来ない
tarox?ataikanemutJoxuraD
太郎くらい出来る人はいない
（ｂ）おおよその分量を示す
７aXtoxtJanuatainuku:toX9ajax
後はどのくらい残っているかな
ここから向うまで行く
tumitikarajusanrimarihataratJu、
朝から晩まで働く
次のnuXkaranumari:Ｕはくことごとく〉
のような意味
nuxkaranuxmariXDmuttJiitJuha
何から何までも持って行くよ
（ｅ）～ba(kara:）～mariという構文の場
合。慣用句的である。
kakibakatJarumarijaha
Ⅳ，終助詞
Ⅳ－１，ｉ〈尋問〉
katJijuzsuztii書ききれよったか
tixbexsaatii手早かつたか
書けば書いたまでであるよ
?itJibakarax7nd5arumarijaha
行けばからは行ったまでであるよ
Ⅲ－５，，，a:，naX〈ずつ〉
（ａ）数や分量を表す語について，等量の Ⅳ－２，ｍｉ〈疑問〉
－４０－
Hosei University Repository
後はいくら残っているかねkusanuntexkwaxriXmi草のも食えるか
Ⅳ－５，ｓa，saX，ssaZ，〈よ。軽い主張〉
ju:tJi9amiXjaa:nuhad5ijasa
四つが－杯はある｜まずだよ
?amija①uransaX雨は降らぬよ
ka:geXtJurahantakiのurunteZsuruti
容姿は美しい丈程もそろって
d5oxtoXjassaX
Ⅳ－３，，a，ｎａｘ
（ａ）疑問
jax9a7aihexのuntoxna
お前が言うのは本当か
７antJitakahax9iko:junutSuZu:tinaz
あんなに高いの買う人いたか
taxtina召しあがりましたか
d5ixrukatJe:tJunna字ぞ書いているか
jax9arutJaruaranna
お前がぞやったあらぬか
Ci:saxbinna寒うございますか
mmukwennaいも食べるか
tJaxtJumakainumatJikurannax
茶一杯飲ましてくれないか
nuO9arakamuCinanna
何か食うのないか
（ｂ）疑問反語
JittJomutJunuunu①uxd5ixkutu？ｉｊｕｎ
ｎａ
知っている人のそのようなこと言う力、
（ｃ）勧誘
tukaZtJox？aJiriitJannax
十日はさえ遊んで行かんか
上等であるよ
sunnaisaX損なるよ
subanujamisaZ舌の痛いよ
kunuwarabinumunukweX9eZCirumaha
この子供のもの食うのは不思議
ruaru7u①uwataXjassaz
だ大ぐいであるよ
本助詞は大体男性の話者から観察した。次
のⅣ－６のhaは女性のみから観察した。ｈａ
の方が本来のものかもしれない。
Ⅳ－６，ｈａ〈よ。軽い主張〉
jutJinexazha雪のようであるよ
?immajaXtJikanatoxha
犬猫飼っているよ
?arijaxkurijazmi9uti？aJire:tJuha
あの家この家廻って遊んでいるよ
jamami9uti7atSeXtJuha
l」廻って歩いているよ
？anraX9iXjajatJiJinrexkaZrineXha
てんぶらはあげ次第食ってないよ
うitSimari:UmattJoZtiOku:ｈａ
いつまでも待っていても来ないよ
Ⅳ－４，９aja，９ajaX〈軽い疑問〉●
taroxtJuraha9ajax誰は美しいかなあ
?utJamoxmaXnatoX9aja
宇根はどこなっているか
>utJamoxmaXja9aja：
宇根はどこであるかな
>utJamoXmaXnatoZbiX9ajax
宇根はどこなっておりますか
?axtoxtJappinukuXto:gajaz
Ⅳ－７，ｈｅ：〈よ。念押し〉
７ari9anaXkani7ittJdheX
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あれが中に 入っているよ su9
子供が大人の言葉聞こうとする
Ⅳ－８，ｊａｘ〈軽い感嘆〉
kinuxnunemu？uturuhaatanukutoxjax
昨日の地震の恐ろしかったことよ
taru9atJurahaarajax誰が美しいかね
tintoxtexma9isaasajaX天も大きいね
Ⅳ－１３，tJantJi〈と。とて〉
oXtakututJantJiwanumikkwahanna：
喧嘩したからと私をにくいか
nuxjaOkwiXjantJantJiajutaD
なんのカユのと言っていた
tunatlikatJijatiO7a9unikatJijatiD
渡名喜へであっても粟国へであっても
itJuntJantJiajutaD
Ⅳ－９，joX〈よ。念押し〉
9itJi9watJisoX9watJeXjaZkatJikuxjox
盆正月は家に来いよ
』ax9akwa:jajuxtud5ikirijo：
お前が子はよく…注意しなさいよ
行くとか言っていた
本助詞に似たものにⅣ-11の文例にあるよ
うなtJantJaiという形もある。この形も含め
て本助詞には副助詞的働きもあるように思わ
れる。
Ⅳ－１０，roX〈主張〉
JitJibinutJoxjura9haxnitJexnaranrox
節日の人はゆだんしてはいけないぞ
、amiDnexnukuturo2
どこにもないことぞ
７ari9atJextJuheXre:d5inakuturoz
あれがする事は大変なことぞ
u9aD9utoXantJextuXranroX
拝事はそうしては通らないぞ
wanteXsunrox私もするぞ
Ⅳ－１４，rexru〈だ。強調〉
harukatimmu①ui9arexru
畑にいも堀りにだ
うarezina9ure2ruあれは女だ
我ものだｗａｘｍｕｎｒｅｘｒｕ
ｒｅＴｕはｒｕｊａｒｕくぞである〉に起因する。
これは終助詞になりかけているが，これを認
めるとｒｕｊａｎｎａに起因するrenna，ru
ja9ajaXに起因するreX9ajaXも一語かという問
題も生ずる｡今は便宜的に両者もあげておく。
Ⅳ－１１，ｔＪｉ〈と。引用〉
itSuntJantJaiikantJantJaitJiajutaU
行くとか行かんとかと言っていた
このtJiは他の形と結合してtJitJLtJantJi
という形を作る。これらは「と言って」に由
来する形のようである。意味も大体tJiと同
じだから同様に扱う
Ⅳ－１５，renna〈疑問〉
taxtirenna召しあがりましたか
７itJu9irenna7itJax9irenna7itJurabax
haXku7itJi
行くのか
行け
行かんのか行くなら早く
Ⅳ－１２，tJitJi〈と。引用〉
warabinu7u①utJunukutubatJitJuntJitJi
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Ⅳ－１６，reX9aja：〈かな。自問〉
amanulpgajaI向うのかな
waxmunreZ9ajax私の物かな
PareXtunatJire:gaja；あれは渡名喜かな
kamibusaataCi9akamanaXtaU
食べたかったが食べなかった
kweXbusaata迎旦ｋｗａ:nataO
食いたかったが食わなかった
(b)順接
jaxhaxjazhaCi9atJimburunujazriＪｉｘ〈強調〉
sannannuJi：〈三男のですよ〉のJixは終助
詞のようであるがnakatJinunruntJinuJi8
〈仲地ノロ殿内の所〉のJixは体言のようであ
る。
空腹は空腹だし頚の痛んで
tJa:nnaransaE
どうも出来ないよ
kumakatjinteZtJoztaCi9ajattaxkatJmteZ
ここへも来ていたが君らへも
tJoztina
来ていたか
（c)文末用法
sakinuXdinu7a:toｚ>oZjuCiga
酒飯人での後は喧嘩するが
hatatJinututJinukwa:ｒｕｊｅ:Ciga
二十歳のときの子ぞであるが
Ｖ接続助詞
Ｖ－１，９ａ〈そして，にもかかわらず〉
takitakaZ胆７iruJiruｚ
背が高くて色白い
CiXsamaka狸？atJisamakaX
寒がりだが 暑がり
Ｖ-2,Ｊｉ９ａ
（a)逆接
haxkunix9isaxjall9且？atJirannixraD
早く煮えそうだがなかなか煮えない
（b)順接
tJax9waXittJo:1m且numanna：
茶入っているが飲まないか
（c)文末用法
hatatJinututJinukwa:jan9a
二十歳の時の子だが
V-4ne:
（a)前の条件が整うと常に後の条件が整う。
～すると。
ｔｉ:rakara7attJiXneZtJimburujaminroz
太陽から歩くと頭痛いぞ
itJimeXnajuci9ajaXja:9ａ
お前が行くと出来るがなあ
sakinumi2ne2jamatJirijunroX
酒飲むと大変なことになるぞ
（b)仮定条件
>ａｎｒｏＸｋａｒａ①uCiruOje:匹tJassaD
賃らすのこそならばいくらでもあるよ
tura①uCiruDjexneZnairusuru，ｎｒａ
取らすのこそならば出来ぞする，どれ
ｋｉ:ninubujuCiruOjeZ型nairusuru
木に登るのこそならば出来ぞする
Ｖ－３，ｃｉ９ａ
(a)逆接
hanazsatJi
花は咲いて
mbuhaXCi9a
重いけれども
７u2teXJiXJiXtJi
折ったりして
ｔＪａＤ
来た
tJu:四ａ
来るが
muttJi
持って
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jax9a7ammariitJiuXsaD， Ｐａｍａｘ
お前が向うまで行ききれない，向うは
maxjakututuxhanroｚ
どこだから遠いぞ
、atJinata91lLll90Xja:tunabe:ra:9atJaZ
夏なったから苦瓜と糸瓜ばかり食
karoXD
べている
（b)逆接の確定条件
haisu2butJakutUtusujuinimakitaＯ
走り勝負したから年寄に負けた
（c)順接
wantexitJuguturunte：itJunna
私も行くからお前も行くか
kutu，gutuは自由変異のようなものと思
われる。
taroXkuruCixneZtarax9attinsanrox
太郎殴るとただはおかぬぞ
､atJinutJoz7amirainexkuraharaO
夏の 人は浴みないと暮らせない
V-5,munnu〈のに。確定の逆接条件〉
?una9unutJoXnajunumunnu？uki9anu
ｎａｒａｎｎａＸ
女さえ出来るのに男の出来ない力、
tuJijuinato:rumunnunuxjakutatJu9a
年寄なっているのに何役立つか
Ｖ-6,Ｍ,ｂａ〈もし～ならば〉
surabahaXkuJiするなら早くせ
よ
kamibusaarabaxtJassanaXjatiOkａ
ｍｉｂａ
食べたければいくらずつでも食べろ
７itJurabaXhaxku7itJi
行くなら早く行け
ijuCirummi:rabaXjexd5iJijoz
入るのこそ見たら合図せよ
ｓａ:tJinaXtiitJiba〈先なって行け〉の
､a:tiのtiは「て」に当たるが，これはtJitJi<聞
いて〉ｎｄ３ｉ〈行って〉のようになるから接続
助詞とするには適当でない。
助動詞
以下に真謝方言の助動詞の種類と活用の具
体例をあげる。
Ｉ，助動詞の種類
（１）の叩く使役〉
d3iXkaka里凹字書かす
wanumata里凹ｌ我待たす
７aritata里1ｍあれ立たす
(2)riU〈受身〉
tSunitanumalm人に頼まれる
tSunitaJikira四人に助けられる
tJu:karaX7ukira血今日からは起きら
れる
Ｖ－７，kutu，gutu
(a)原因・理由
haineXutajukutujozinnaXakka
走ると疲れるからゆっくり歩こう
tJax9atJaxaraDmununteXnixtoxkutu
(3)busaD〈願望〉
d5iXkatJibusaO
tSaXnumibusan
茶だけではないものも煮えているから
ka:ｒｉｉｔＪｉ
食べて行け
字書きたい
茶飲みたい
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haxkunind5ibusaD早く寝たい
?ixhll型、言いたい
７itJibUsaD行きたい
01)menJeD〈おられる〉
ka99eXtimenJeD考えておられる
⑫miseO〈おられる〉
7attJimi旦旦、歩いておられる
(4)esaD〈容易〉
d5izkatJe型、字書きやすい
nunu7uje2且四布織りやすい
haxJitSike型１１箸使いやすい
katJe型、書きやすい
(1]bi:９〈～します〉
7ijahim言います
?itJahlm行きます
(5)-9urisa9〈困難〉
d5ixkatJigurisan字
?amakatJiitJi9urisaP
(10-be:saO〈～し早い〉
JiXhEl里、為ぱやい
ti:hEz里、手ぱやい
katJibe趣、書きばやい
書きにくい
向うへ行きに〈
し、
wixd5i9urisaD泳ぎにくい
く否定〉
sａｎもうしない
kunもう来ない
kakan書かない
(6)gisaO〈～しそう〉
d5ixkatJiqi型、字
mitJiwatai91型、道
(1,-9
ｎａｘ
ｎａＸ
ｄ５ｉＸ
書きそう
渡りそう
(7)juxsuO〈可能〉
d5iKkatJijuXsuO字書ききれる Ｈ，活用の具体例
(1)kakag2lm〈書かす〉
d5i：kakaha字書かそう
kakahanoXiJiba書かさんようにせよ
kakasaO 書かさん
kakaciba 書かせば
kakaCiba 書かせよ
kakaCex 書かせよ
kakaCixneXmaJijatarumu9
書かせばよかったのに
kakaCibusaO書かせたい
ｋａｋａ①ｕＯ 書かす
d5ixrukaka①uru字ぞ書かす
d5i:gakaka①ura字が書かすら
(8)kanto:taU〈頻繁であった〉
tatJikantoxtaD立ちかぶっていた（沢山人
が立っていた）
(9)kwexwa〈～しゃがれ〉
７itJikweXwa行きやがれ
qCI-inSeO，unSeU〈～しなさる〉
katJoxinSen書いておられる
7attJexinsen歩いておられる
kaO9e:insen考えておられる
ta9extJilmseD耕しておられる
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kakaのurazkakaCiba書かすなら
書かせ
kakaのuha書かすよ
kakatJi書かして
kaXtJi書かして
kakatSaO書かした
kakatSarutSuX書かした人
d5iXrukakatSaru字ぞ書かした
d5h9akakatSara字が書かしたら
kakatSarabaxmaJijatarumuO
書かしたならよかったのに
kakatsaha書かしたよ
kakatSeXD書かしてある
kakatSexrutSux書かしてある人
kaxtJia:rud5iX 〃字
d3i:rukakatSeXru字ぞ書かしてある
d3ix9akakatSexra字が書かしてある
ら
kakatjeXrabax 書かしてあるならば
kakatJiarabaX 〃
kakatSexha書力､してあるよ
kakatJe:tinaX書かしてあったか
kakatjiaxtinax lP
kaztJiata9書力､してあった
kaXtliatarud5i書かしてあった字
d5ixrukaxtJiataru字ぞ書かしてあっ
た
d3iZ9akaXtJiatara字が書かしてあっ
たら
ｋａ:tJiatarabaZ書かしてあったならば
kaxtJiataha書かしてあったよ
kaxtJiateO書かしてある
ｋａ:tJiatexrudSiX書かしてある字
d5izrukaXtJiateXru字ぞ書かしてある
d5i:gaka2tJiatexra字ぞ書かしてある
ら
ka2tliatexrabaX書かしてあったならば
kaxtjiatexha書かしてあったよ
katSextSuO書かしている
katSe:tSunna書かしているか
katSextSurud5iX書かしている字
d5ixrukatSextSuru字ぞ書かしている
d5ix9akatSextSura字が書かしている
ら
katSe:tSurabax kakatJoxkiba
書かしているなら書かしておけ
katSextSuha書かしているよ
kakatSextSutaD書かしていた
kakatSe:tSutarud5ix書かしていた字
kaxtle:tJutarud5ix書かしていた字
d3ixrukakatSextSutaru字ぞ書かして
いた
d5iz9akakatSextSutara字が書かして
いたら
kakatSextSutarabaxkakatJiutJextarumu
njaX
書かしていたなら書かしていたのにね
kakatSeXtJutaha書かしていたよ
kakatJextJuteO書かしていただろう
kakatJeXtJuterutSux書かしていただろ
う人
d5ixrukakatJe:tJutexru字ぞ書かして
いただろう
d5ix9akakatleXtJutexra字が書かして
いただろうら
kakatJe:tJutexrabaX書かしていたなら
kakatJe2tJutexha書かしていただろうよ
kakahabiO書かせます
次のものは連用形のkakatJLka:tJiのとこ
ろで扱ってもよいが，「居り」「置く」の現わ
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tSa:runumibusaaxru茶ぞ飲みたい
tSaX9anumibusaaxra茶が飲みたいら
numibusaarabaXnumiba
飲みたいなら飲め
､umibusaa:taD飲みたかった
numibusaateO飲みたかっただろう
numibusaateruhad5iroX
飲みたかった’よずだよ
れるものを一個所にまとめておく。
kaXtJiataD，kaXtJiate9あたりの活用と同次元
のものであろう。
kakatJiuxtaha書かしていたよ
kakatJiutJeZtaD書かしておいてあった
（止）
kakatJiutJextaru書かしておいてあった
（体）
kakatJiutJe:tarabaX書かしておいてあっ
たら
kaxtJiutJe:taO書かしておいてあった（止）
kaxtJiutJe2taru書かしておいてあった
（体）
ｋａ:tJiutJeXtaha書かしておいてあったよ
d5izrukaxtJiutJeXtexru
字ぞ書かしておいてあった
d5ix9aka2tJiutJextexra
字が書かしておいてあったら
kaxtliutJe:rabaX書かしておいてあったら
kaxtJiutJe:texha書かしておいてあったよ
(4)？ujesaO〈織りやすい〉
PujeXSikuneO織りやすくない
kumid5imatSumu9i9aru7uje:saru
久米島袖がぞ織りやすい
kumidSimatSumu9i9a9a7ujexsara
久米島袖がが織りやすいだろうか
７ujexsaarabax７uriba
織りやすいなら織れ
？ujeXsaataU織りやすかった
７ujexsaataruhad5i織りやすかった
ず
７ujeXsaatexO織りやすかっただろう
'よ
(2)tarumariO〈頼まれる〉
tarumaranroX 頼まれないぞ
tarumariO 頼まれる
tarumattiutaD頼まれていた
tarumattaO 頼まれた
tarumatteD 頼まれている
tarumattoD 頼まれている
tarumattoxtaO 頼まれていた
tarumatoxbiO 頼まれています
く書きにくい〉
書きにくくない
書きにくかった
書きにくかっただろう
(5)katJi9urisaO
katJi9urikuneD
katJi9urisaataO
katJi9urisaateD
(6)katJi9isaO〈書きそう〉
d5iXkatJi9isarutSu字書きそうな人
katJi9isaarud3ix書きそうな字
katJigisaarabaXkakiba
書きやすいなら書け(3)numibusaD〈飲みたい〉
mumibusatSoxtaO飲みたそうにしていた
numibuJikuneO飲みたくない
numibusaarutSu飲みたい人
(7)katJijmsuO〈可能〉
katJijuxsaO書ききれない
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katJijuxsaanutSu書ききれない人
katJijuxsu9書ききれる
?ari9arukatJijuxsuru
あれがぞ書ききれる
tax9a9akatJijuxsura
誰がが書ききれるだろうか
katJijuXsu:ra(a)baRkakiba
書ききれるならば書け
katJijuXsusa書ききれるよ
katJijuxsu:tii書ききれよった
katJijuxsuxta9書ききれよった
katJijuXsuxteO書ききれよっただろう
歩いてはいらっしゃれない
７aritJimensoXriba歩いていらっしゃい
kaxtJimenSeO書いていらっしゃる
kaxtJimensexruhad5i書いておられる
はず
？attJimenSexrutSu歩いておられる人
７anutSu9aru7attJimenSexru
あの人がぞ歩いておられる
、?anutSu9a9a7attJimenSexra
あの人がが歩いておられるのだろうか
７attJimenJexrabax7aritJimensoxriba
歩いて来られるなら歩いて来られよ
？attJimenJexha歩いていらっしゃるよ
？attJimenJextinaX歩いておられたか
？attJimenjezta9歩いておられた
kaXtJimenSeXtaD書いておられた
？attJimenJexteD歩いておられるだろう
？uxtimensexteZruhad5i
織っておられたはず
Ｊi9utumenso:tja9仕事いらっしゃっ
た
以上，詞としてのものも辞的なものも含ん
でいるが，活用を同じくするから一緒に扱っ
ておく。
(8)tatJikantoxtaD〈沢山立っていた〉
(9)磯kwaiO〈～しやがる〉
７itJikwairutSu行きやがる人
７itJikwari行きやがれ
？itJikwajuha行きやがるよ
？itJikwajutix行きやがりよったか
７itJikwajutaU行きやがりよった
？itJikwexwa行きやがれ
７itJikwexha行きやがるよ
７itJikwexth行きやがりよったか
？itJikwextaD行きやがりよった
⑫？attJimise9〈歩いておられる〉
活用はあると思うが(11)のmenSeOにひかれ
てしまって現われにくい。
⑩inSeD，unSeD〈～しなさる〉
両者は補いあう関係か。
kaxtJexuinsoxraU書いておられない
？aritJinsoxtSoXbiO歩いておられます (l37itJabixO〈行きます〉
７nd5itJaxbira行って来ましょう
jaxkatJi？itJabiraD家に行きません
jaxkatJi？itJabiranumu9
家に行きませんよ
？itJabiXU行きます
(ｌＤｋａ:tjimenSeD〈書いておられる〉
kaxtJexmensoxra9書いてはおられない
？attJexmensoxraO歩いてはおられない
？aritJexmenJexjuXsaO
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kamuO〈食べる〉は本島から来た言葉。元
はｋｗｅＵである。
７usagajUDめしあがる
munukwe：物食べろ（昔）
munukaXmi〃（今）
munuusa9ari物召し上がれ（今）
Ｗｌｌ借’
jaxkatJiru7itjabixru家にぞ行きます
maXkatJi9a7itJabiZrａ
どこへ力§いらっしゃるのだろうか
７itJabirabaZmensoxrl
いらっしゃるならいらっしゃい
PitJabixtixいらっしゃいましたか
?itJabixtaDいらっしゃいました
(M）tixbeXsaO〈手早い〉
tiXbexkoxneO手早くない
tiXbexsaO 手早い
thbexsa2rutSu手早い人
wanu:garuti:be:saxru私がぞ手早い
taru9a9atixbexsaxra誰かが手早いだ
ろうか
tixbezsaarabaxJimiriba
手早いならばさせる
ｔｉ:bexsaaha手早いね
tixbeXsaatii手早かつたか
tixbexsaata、手早かった
tixbexsaatema：手早かっただろうね
tixbexsa､ｕ手早くて（理由形）
jujex大大的に行う十六日の行事
ｎｉｗａ池や築山のある庭
ｍａｚ物を干したりする庭
二人称代名詞の待遇関係
ｊａ：〈jaru：〈７undZｕ
お前貴方貴方様
く喧嘩する〉を今は。:juOと言うが，昔は
joZjuDと言った。
畑にはharu，hataki，ataiの三種がある。
haruは屋敷外の砂糖きびなどが植えられて
いる所。屋敷内の野菜などを植える所は
hatakiとかａｔａｉという。
ｋｏｍａＯ（茶が）濃い
c1ssaD〃うすい
tijuO捨てる
d5aXCexsuO困ったことになる
ａｍａｊｕＯ騒騒し<する
７amahaO甘い
？ahasaＵあわい
(15）kakaD〈書かぬ〉
kakanu2tSuz書かぬ人
kakanaarabaxkakuna書かないなら
くな
kakaD書かぬ
kakansa書かないよ
kakanaatiX書かなかったか
kakanaataO書かなかった
kakanaateU書かなかっただろう
書
付録
●
texba召しあがれ
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おじいさん おばあきん
士族 tamme： 、ｍｅ：
平民 ①ｕｘ haX
お父さん お母さん
士族 SuX ７ａｍｍａＸ
平民 ７attJaX ？ａｍｍａＸ
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jaxha9ひもじい
？utJamu<宇根>od5axmu<比嘉>ojararoX<謝
名堂>ｏｒｏｘ〈堂>ohaXd5ox〈比屋定〉
７oxhasu9おんぶする
sunui〈もずく>，？a:ｓａ〈あおさ〉
gai〈蟹>，？ibi9ai〈いせえび〉
tJinu〈着物>，hasami〈鋏>ｊｔｉＯ〈天〉
d5ini〈銭>，ｗａｎｕ〈私〉
tJutu〈一年〉
①utJukui〈ふろしき〉
たんにkamuna〈食うな〉というより
kamanoxiJibaといった方が丁寧な言い方であ
る。itJano:iJibaもく行かないようにしなさい〉
くらいの意と思われる。
７antSextJuta9話していた
haxkukuX早く来い
haxkuukiri早く起きろ
？itJurabax7itJiba行くなら行け
？arikuriitJinaha9あれこれ忙し
い
ninSextaxsuritoxtimoxihanitJextJu9
青年達揃っていて踊っている
JizbuJikunezraxaCexsanoxiJi
やりたくなければやりなさんな
？itJibakaraXPnd5arumari
行けばからは行ったまで
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